
 

小学校 国語 中・高学年 

粘り強く文章を「書き進める」力の育成を目指す国語科授業づくり 

～「自由な対話環境をベースとした個別進度的な学習デザイン」を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者の実態に合わせて、学習者に委ねる時間数を調整し、「自由な対話環

境」と「個別進度的な学習」を組み合わせて、単元をデザインします。 

これを「自由な対話環境をベースとした個別進度的な学習デザイン」としまし

た。 

 



 

実践例では、単元前半で対話の指導をし、単元後半に「自由な対話環境をベースとした

個別進度的な学習デザイン」を位置づけました。 

 単元前半は、①単元の見通しや学習計画を確かめる、②題材について情報を集める、 

③モデル文を通して文章の内容や構成を確かめることを、一斉学習の形態で進めました。 

単元後半は、毎時間、学習者が取り組み方の目標を立て、自分の必要に応じて補助教材

や学習ツール、対話環境を活用しながら書き進められるようにしました。 

 教師は、学習者が取り組んでいる様子を見て回り、一人ひとりに必要な声掛けや指導を

こまめにしていきます。 

 

詳細は、総合教育センターWebサイト 長期研究員 研究報告（R6）をご覧ください。 


